
令和７年度 中央区立明石小学校 学校経営方針

子どもがかがやき、保護者・地域・教職員が共に歩む明石小学校

➣ 自分で定めた目標に沿って自己実現が図れる学校 ➣ 子どもたちにとって安心して登校できる学校 ➣ 子ども・保護者・地域から信頼される学校

めざす学校像

学校の教育目標

➣ 進んで学びよく考える子

➣ 力を合わせやりぬく子

➣ やさしく思いやりのある子

➣ 健康でたくましい子

中央区教育委員会の教育目標
➣ 子どもたちが希望に満ち､自らの未来を切り拓いていけるように
・ 思いやりの心、健康な体、強い意志をもつ人
・ すすんで学び、考え、行動する人
・ 人の役に立つことを積極的に行う人
の育成に向けた教育を推進します。

➣ 子どものころから生涯を通じて､文化やスポーツなどの活動に親しむ
ことができるよう､関係機関等と連携して生涯学習を推進します。

求められる職員像

➣ 子ども一人ひとりの幸せのために最大の努力を惜しまない教職員

・ 社会人、教育公務員として法令を遵守し、マナーを身に付けた職員

・ 人権感覚をもち、魅力ある授業を展開できる職員

・ 明石小学校の教育目標達成に向け、協調、協働して取り組む職員

・ 学校内外での安全意識を高め、児童の安全を最優先に考え行動

できる職員

学校経営の基本方針

➣ 法令や学習指導要領等に基づいて学校経営を行う。
➣ 「共感」「共有」「協働」を経営の基本方針とする。
・ 「共感」相手の立場を第一と考える。
・ 「共有」学校に関わる情報は全職員が共有し、透明性を確保する。
・ 「協働」児童、教職員ともに活動は集団や組織で対応し、所属意識を高める。

➣ できる喜び、達成感を得られる学習活動を推進していく。
・ 児童個々の実態や能力に応じた継続的な指導を行い、学力の定着を図る。

➣ 安全で、明るくぬくもりのある学校づくりを進める。
➣ 「人と人」「人と社会」とのつながりが実感できる学校づくりを推進していく。
・ 他校種や地域の方々との協働的な活動を取り入れ、児童の社会性を向上させる。

■ 確かな学力の定着・向上

➣ わかる授業、できる授業、楽しい授業
・ ねらいとまとめの板書、ノート指導、

自力解決、交流活動等
・ 子どもが１時間の見通しがもてる
・ タブレットを活用した授業展開

➣ 基礎基本の定着
・ 学習規律の定着（明石スタンダード）
・ 朝学習、朝読書
・ 夕やけ教室（３年生以上）
・ ドリルソフトの活用（タブレット）

➣ 思考力・判断力・表現力の育成
・ 言語活動を重視した授業
・ 読書活動の推進読書旬間（年２回）
・ タブレットを活用した学習

➣ 家庭との連携
・ 年４回の学習状況のフィードバック

■ 豊かな心の育成

➣ 規範意識の涵養
・ あいさつ運動（通年）
・ きまり、ルールを守る
・ 明石スタンダードの定着

➣ 交流活動の充実
・ 縦割り班、特別支援学級、幼稚園等
・ 下級生への優しさ、高学年への敬い

➣ 道徳教育人権教育の推進
・ 特別な教科「道徳」授業の充実

重点：親切、思いやり、礼儀、
素直さ、規範意識

・ 言語環境の整備（言葉遣い、発言等）
➣ いじめ防止
・ 不登校への対応
・ SC や関係機関との連携
・ 子ども相談日の設定

■ 健康・安全教育の充実
➣ 体育的活動の充実
・ 体育朝会、長縄記録会（学期１回）

体力向上週間の設定
➣ 運動の日常化を図る
・ 遊び場の確保（校庭、体育館、屋上）
・ マイスクールスポーツの充実

（短縄、長縄）
➣ 食育
・ 保健指導の充実、セレクト給食
・ リクエスト給食
・ 養護教諭と連携した授業

➣ 新しい学校生活習慣の確立
➣ 外部機関との連携
➣ 危機回避行動力の育成（災害、犯罪

被害、インターネット被害、
明石小ＳＮＳルールの啓発等）

■ 保護者・地域との連携

➣ 教育活動の積極的な公開情報発信

➣ 子ども・保護者による学校評価

アンケートの実施

➣ 学校評議員会・外部評価委員会による

教育活動の改善・充実を図る。

➣ 保護者・地域の方と連携を図った

行事の参加

➣ 子どもの安全対応力（災害対応能力、

情報モラル等の育成）

具体的な取組

personal issue（自分事になる） imagination（想像力を働かせる） inclusion（多様性を活かす）
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